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令和４年度宮城県生活習慣病検診管理指導協議会子宮がん部会 会議録 1 

 2 

１ 日時：令和４年１２月２６日（月）午後６時３０分から午後７時３０分まで 3 

２ 場所：行政庁舎１１階 第二会議室（Web会議） 4 

３ 出席委員（五十音順，敬称略）：伊藤 潔，岡村 智佳子，佐々木 悦子，山田 秀和 5 

４ 会議録 6 

 7 

（司会） 8 

本日はお忙しい中御出席いただきまして誠にありがとうございます。 9 

会議に先立ちまして，皆様にお願いいたします。 10 

本審査部会は，Ｗeb会議システムを使用しております。 11 

カメラは常時オンにしていただき，マイクはミュートに設定願います。 12 

なお，御発言の際は，マイクのミュートを解除いただき，御発言願います。 13 

本協議会は公開とさせていただき，議事録と資料につきましても，後日公開させていた14 

だきますので，あらかじめ御了承願います。 15 

本日の資料につきましては，事前に郵送しておりますが，差替・追加した資料がございま16 

すので，御説明します。 17 

 18 

（差替・追加資料について説明） 19 

 20 

続いて委嘱状につきまして，本来ならば会議の時にお渡しするべきですが，事前に送付21 

させていただいておりますので御了承願います。 22 

また，委員の任期でございますが，今期は令和４年４月１日から令和６年３月３１日のまで23 

となります。 24 

それでは，ただいまから令和４年度宮城県生活習慣病検診管理指導協議会子宮がん部25 

会を開催いたします。 26 

開会にあたりまして，保健福祉部健康推進課長の狩野より御挨拶申し上げます。 27 

 28 

（狩野課長） 29 

本日は，年末のお忙しいところ御出席いただきありがとうございます。 30 

また，日頃から健康推進事業の実施に御協力いただきまして，心より感謝申し上げます。 31 

昨年度，新型コロナウイルス感染症の業務への対応のため，本協議会すべての会議の開32 

催を見合わせましたことを，改めてお詫び申し上げます。 33 

今年度は 2年ぶりの開催でございます。 34 

子宮頸がんに関しましては，ＨＰＶワクチン接種の積極的な勧奨が再開されましたが，県35 

といたしましては引き続き正しい知識の啓発を行うとともに，受診率向上に努めて参ります。 36 

本日開催いたします子宮がん部会につきましては，がん検診の実施方法及び精度管理37 
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に関する重要事項を審議するために設置された生活習慣病検診管理指導協議会の専門1 

部会でございます。 2 

市町村の行う子宮がん検診事業の質の維持向上を図り，がんの早期発見に寄与するも3 

のでございます。 4 

これから御説明いたしますがん検診調査結果等並びに市町村への指導事項案につきま5 

しては，委員の皆様方から忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し上げます。 6 

 7 

（司会） 8 

ここで本日御出席いただきました委員の皆様を御紹介いたします。 9 

 10 

（委員紹介） 11 

 12 

（司会） 13 

次に，次第の 3「部会長の選出」に入らせていただきます。 14 

条例第５条の規定によりまして，部会長は委員の互選によって定めることとなっておりま15 

すが，皆様いかがいたしましょうか。 16 

御意見がなければ，事務局案を御説明させていただきたいと思いますが，よろしいでしょ17 

うか。 18 

それでは事務局の案といたしまして，宮城県立がんセンター院長 山田委員に部会長を19 

お願いしたいと思いますが，いかがでございましょうか。 20 

 21 

（委員） 22 

異議なし。 23 

 24 

（司会） 25 

皆様の御賛同を得られましたので，部会長につきましては，山田委員にお願いいたしま26 

す。 27 

それでは山田部会長より御挨拶をお願い申し上げます。 28 

 29 

（山田部会長） 30 

今日はよろしくお願いいたします。 31 

先ほどもお話があったように，ＨＰＶワクチンの積極的勧奨がようやく始まって，検診と一32 

緒に子宮がんを減らしていこうという両輪がようやくそろったところです。 33 

重要な役割となる今年２年ぶりに開催されるこの会をしっかりやって，各市町村にきちん34 

と提言する案をまとめていきたいと思いますので，今日はよろしくお願いいたします。 35 

 36 

（司会） 37 
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ありがとうございました。 1 

それでは，条例第４条第１項の規定によりまして，ここからの進行につきましては，山田部2 

会長よろしくお願いいたします。 3 

 4 

（山田部会長） 5 

それでは早速議事に入ります。 6 

まず「宮城県生活習慣病検診管理指導協議会及び部会について」，事務局から説明願7 

います。 8 

 9 

（資料１について事務局説明） 10 

 11 

（山田部会長） 12 

質問も何もないですよね。 13 

先に進みたいと思いますがよろしいでしょうか。 14 

それでは（２）の報告に移ります。 15 

本日の協議事項に関する内容ですので，協議に先立ち報告いただきます。 16 

「令和４年度子宮がん検診精度管理等調査結果」について事務局から説明願います。 17 

 18 

（資料 2,3,4,5，６について事務局説明） 19 

（がん検診における新型コロナウイルス感染症の影響について事務局説明） 20 

 21 

（山田部会長） 22 

それでは質疑に移ってよろしいでしょうか。 23 

今かなり膨大なデータを一気に説明していただきましたけども，御意見・御質問等いか24 

がでしょうか。 25 

皆さん考えをまとめてらっしゃる間に私から少し，まず資料３から少し絞っていった方が26 

いいかもしれないですね。 27 

資料３について，広報のやり方とか内容が市町村によってばらつきがあるなと思って眺28 

めさせていただきました。 29 

ただ，興味深かったのは，広報のやり方とか内容と受診率があまり結びついていないよ30 

うな気がしますけど，この辺，事務局いかがですかね。 31 

対象者の周知方法とかを結構一生懸命やっているところもあるかなと思ったんですが，32 

かといってそれが直接受診率にあまり影響してないかなという私の印象でした。 33 

それから涌谷町の検診は時間や場所をあまり選択できないんですね。 34 

日程が決められていて住民は受診場所や時間を選択できない。 35 

涌谷町の受診率が１８．５２％だったんで，これはちょっと問題かなと思いながら資料を見36 

てました。 37 
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それから質問 7について。 1 

これを見るとかなりのところが未受診理由をある程度把握しているということですが，未2 

受診の理由って，宮城県では把握してますか。分からないですかね。 3 

その他何か御質問ございますか。 4 

あれば後程また戻ってきますので，続いて資料４のチェックリストの調査結果について，5 

御質問等ございましたらお願いします。 6 

 7 

（伊藤委員） 8 

先ほどチェックリストの問１「受診勧奨を行った住民のうち未受診者全員に対して，再度9 

の受診勧奨を行っていますか」について，パーセントが低いという話をされていたと思いま10 

すが，再度の受診勧奨はどこが行うんでしょうか。 11 

 12 

（事務局） 13 

市町村によって違いはありますけれども，市町村で再度の受診勧奨をされているところ14 

もあれば，検診受託機関でしているところもございます。 15 

 16 

（伊藤委員） 17 

バラバラなんですね，要は。 18 

 19 

（事務局） 20 

そうですね。市町村によってバラバラです。 21 

 22 

（伊藤委員） 23 

市町村が主体になってやっているところと受託した検診機関がやっているところで，パー24 

セントに違いはあるんですか。 25 

もし違いがあるんだったら，どちらかに集約する方がいいでしょうし，その辺はどうなんで26 

しょう，データとして。 27 

 28 

（事務局） 29 

データとしてはどちらが高いか低いかというところまではすみません，持ち合わせており30 

ません。 31 

 32 

（伊藤委員） 33 

それはやはり調べるべきだと思いますね。 34 

そこを改善したいと思うのでしたらその辺のデータは詳しく取る必要があるかと思います35 

が，いかがでしょうか。 36 

 37 
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（事務局） 1 

そうですね。この調査の中に埋め込んでいく形であればできるかと思います。 2 

次年度になってしまうかとは思いますが，未受診者を把握している方法のところで，どこ3 

がやっているかを伺ってデータを取るという方法であればできるかと思います。 4 

 5 

（伊藤委員） 6 

改善を目指すのであればぜひやっていただいた方がいいと思うのですが，山田先生い7 

かがですか。 8 

 9 

（山田部会長） 10 

全くその通りだと思います。 11 

先ほど私も言いましたけど，未受診の理由とか，あるいは伊藤先生がおっしゃるように，12 

どこが周知するかによってというのは，やはり宮城県で把握していただいて，それを基にこ13 

の会でどうしたら改善できるかというディスカッションができると思います。 14 

未受診理由は調べたけれどもその内容は分からない，あるいはどちらがやってるかは調15 

べれば分かるけれどもやっていないとなると我々もディスカッションしようがないので，でき16 

れば来年までに，今言ったような点について，各市町村から調べていただいて我々に教え17 

ていただければ，この場でディスカッションしたいと思うのですが，いかがでしょうか。 18 

 19 

（事務局） 20 

分かりました。今回御助言いただいたところを調査項目に加えて，未受診の理由等を少21 

しディスカッションできるようにまとめてみたいと思います。 22 

 23 

（山田部会長） 24 

ありがとうございました。 25 

他いかがでしょうか。 26 

資料４については，先ほど説明にあったように蔵王町とか角田市とか女川町というのは27 

去年よりも低いとおっしゃってましたけども，これは担当者が変わったからという理由でよ28 

ろしいでしょうか。 29 

 30 

（事務局） 31 

はい。 32 

 33 

（山田部会長） 34 

市町村の担当者が変わって回答の方法などが各市町村で統一されていないから去年よ35 

りも低いところが出てきたと考えてよろしいんでしょうか。 36 

 37 
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（事務局） 1 

検診の内容が変わったというよりかは，やはり担当者の方の設問に対する解釈違いとい2 

うことを蔵王町等からは伺っております。 3 

 4 

（山田部会長） 5 

了解しました。 6 

あまり市町村で大きな差はないと考えてよろしいわけですね。 7 

それから先ほどのお話でも，検診施設の大泉記念病院と春ウィメンズクリニックでちょっ8 

と気になったんですけど，それらは誤った回答を訂正してきたので，検診は安心して受けら9 

れるということでよろしいんですよね。 10 

 11 

（事務局） 12 

その通りでございます。 13 

たとえば「精密検査の内容等について説明しているか」という項目は，市町村が受診の14 

案内の際に説明していれば○となるのですが，病院で新しく担当になった方にその認識が15 

なかったようで誤って×と回答していたようなことがありました。 16 

 17 

（山田部会長） 18 

ありがとうございました。 19 

資料３でも４でも結構ですけど何か御質問・御意見ございますでしょうか。 20 

岡村先生いかがですか。 21 

 22 

（岡村委員） 23 

我々大崎市の現状でいうと，おそらく各医療機関が精密検査を勧奨しているのだと思い24 

ますが，その大元は対がん協会から「この人受けていません」というのを寄越していただい25 

て，うまく回っていると把握していたんですけれども。 26 

精密検査の勧奨のシステムは市町村によって全然違うんですよね。 27 

 28 

（事務局） 29 

そうですね。対がん協会に委託している市町村は精密検査を受けていない方の受診勧30 

奨まで委託されているところが多いと伺っております。 31 

その他の対がん協会に委託していないところは市町村がやっているとも伺っています。 32 

 33 

（岡村委員） 34 

対がん協会に出している場合，我々が細胞診で異常として引っかけたものが組織診を35 

出してこないと対がん協会から医院に連絡が来るというシステムが逆に精検勧奨になって36 

いるのではないかと思います。 37 
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我々の義務として，細胞診で異常があったのに精密検査を受けていない人に対してうち1 

の病院はかなりしつこく電話してるんですよ。 2 

電話と簡易書留で送ったりもしているんですけど，それはどちらかというとそのような対3 

がん協会さんのおかげというのがかなりあるようにも感じていて。 4 

我々が自分でチェックするのはなかなか，はがきを出したけれど来てない人を一応２，３5 

ヶ月に１回洗い出してるんですけど，それも結果的にはそういうシステムに乗ってる感があ6 

るので，対がん協会のシステムが生きているのもあると思います。 7 

だからそういうことも踏まえて伺った方がいいかなというのが一つと，あともう一つは先8 

ほど山田先生が涌谷町では検診の日数が少ないから，なかなか受診できないとおっしゃい9 

ましたが，おそらく郡部では集団健診になると，月に３，４日しか受診できる日がないんです10 

よね。 11 

ほぼその理由でうちの病院にいらっしゃる方が多いので，もちろんバス検診の日程が限12 

られているのは致し方ないとは思いますが，郡部でも受診の日程が増える方策というか補13 

助的なことが見えると，現実的には受診できる方が増えるのかなというのが実感です。 14 

現実的かどうか分かりませんが，そのような市町村から，うちとか大崎市に自費でがん15 

検診を受けに来る人が多いものですから，そういうことも含めてお願いしたいというのがも16 

う一つの希望という感じです。 17 

 18 

（山田部会長） 19 

ありがとうございました。 20 

時間も迫ってきていますので，佐々木先生には後で御意見を伺います。 21 

資料５の人員調査結果は，今日のかなり重要なところだと思います。 22 

先ほどがん検診の受診率の変化を出されたのも，それを踏まえてこの表を見なさいとい23 

う意味合いだと私は理解してるんですけども，がん検診は１０年前に比べると，若干減って24 

いるものの確かにそれほど変わってなかったですね。 25 

しかしながらここ数年はコロナの影響があるということを示す表だと読めたのですが，そ26 

れを踏まえて，資料５について何か御意見ございますか。 27 

 28 

（伊藤委員） 29 

意見というかコメントなんですけど，確かに３ページとか見ると，令和元年以降，コロナに30 

なってからですね，受診率はだんだん下がっていると。 31 

しかも６０代以上の受診控えが顕著だということは明らかだと思うんですね。 32 

それで今年２０２２年に国立がん研究センターから，受診控えによってがんの発見率がど33 

のぐらい減ったかというデータが出てきて，全体としては，がん検診で見つかるがんの34 

12％ぐらいが減ってしまったという統計が２０２０年のものとして出てきています。 35 

やはり宮城県でも同じような状況になると思いますので，その辺のところをぜひ，がん検36 

診の受診率が上がるように，不要不急のものではない，そうでなければがんの発見率が減37 



8 

 

りますということを，県としてもアピールしていただきたいと思います。 1 

 2 

（山田部会長） 3 

ありがとうございます。 4 

今の話は非常に重要なことで，後で市町村への指導事項についてアドバイスすることに5 

なりますが，今の点はぜひ盛り込んでいただいて，受診を控えるのは，やはり最終的には自6 

分のデメリットになって帰ってくるということをきちんとお伝えいただくことが大事かと思い7 

ます。 8 

佐々木先生いかがでしょうか。 9 

 10 

（佐々木委員） 11 

あまり変わったことではないんですが，やはり毎年言っているお話で，一番大事な２０代12 

の受診率がかなり低いので，そこを何とか改善する方法を考えていただきたいと思ってお13 

ります。 14 

 15 

（山田委員） 16 

ありがとうございます。 17 

これを見ると，２０代前半は若干だけど伸びているんですよね。 18 

２０代後半と３０代前半あたりがかなり少ないというのは，非常に問題ではないかと思い19 

ます。 20 

この辺に関しては本当に毎年この２０代・３０代の若い人の受診勧奨をどうするかという21 

話をしてるので，これも後で，市町村への提言のところで少しディスカッションしたいと思い22 

ます。 23 

他にいかがでしょうか。精密検査は宮城県はかなりいいところを行ってます。 24 

特に仙台市が県の平均も超えてきているのは，受診者数が多いのですばらしいと思いま25 

した。 26 

他のところは精検の受診者数が少ないので，１人２人減った増えたというだけで，ものす27 

ごくパーセンテージにインパクトがあるので，仙台市が県の平均を超えたのはすばらしいと28 

思いました。 29 

資料 6についてはいかがですか。 30 

HPVの持続感染であることの啓発という指導事項がありましたけども，リーフレットは市31 

町村で結構使われてるんですか。 32 

これを見るといくつかあるようなんですけど，県からもう少し「このリーフレットなりパンフ33 

レットなりを使いなさい」という指導はできるものでしょうか。 34 

 35 

（事務局） 36 

最終的には市町村が選ぶことにはなるかもしれませんが，こういうリーフレットを使って37 
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受診勧奨してはどうですかということは言えるかなと思います。 1 

 2 

（山田部会長） 3 

資料 6についてはよろしいですか。 4 

では全体通して若干時間を取りたいと思いますので，何かあったらどうぞ。 5 

伊藤先生いかがですか。 6 

 7 

（伊藤委員） 8 

先ほど言いましたので大丈夫です。 9 

 10 

（山田部会長） 11 

岡村先生いかがですか。 12 

 13 

（岡村委員） 14 

がん検診対策に直接関係ないかもしれませんが，県からの委託でいわゆるがん教育を15 

やらせていただいています。 16 

これは健康推進課事業だと思うのですが，今ワクチンが勧奨再開になった良い機会でも17 

あるので，短期間でもいいので，そのような啓蒙，教育の方に少し予算を割くことを市町村18 

に提案してはどうかなと思います。 19 

なかなか我々一人ひとりがちょこちょこ学校を回ってもきりがないところもあるので，そこ20 

から始めるのが比較的現実的だという気もしております。 21 

 22 

（山田部会長） 23 

ありがとうございます。 24 

御提言ということで受け止めさせていただきます。 25 

佐々木先生，何かございますか。 26 

 27 

（佐々木委員） 28 

市町村への指導事項という資料６を見ていたんですけれども，若い人への受診勧奨を，29 

成人式の時にパンフレットを渡して説明している市町村がかなりあるようですね。 30 

そういうことを他の市町村もぜひ行うように勧めるとか，あるいは２０代の自己負担分を31 

無料にしている市町村もあるようなので，人数や予算の状況にもよるのかもしれませんが，32 

そういう積極的な受診勧奨を多くの市町村ができるようになったらいいかなと思っておりま33 

す。 34 

 35 

（山田部会長） 36 

ありがとうございました。 37 
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それでは今までのディスカッションを踏まえて市町村への指導事項に移りたいと思いま1 

す。 2 

事務局よろしくお願いします。 3 

 4 

（資料７について事務局説明） 5 

 6 

（山田部会長） 7 

ありがとうございました。 8 

何か御意見等ございますでしょうか。 9 

こういった文言を加えたほうがいいんじゃないかとか，これはまずいんじゃないかとか。 10 

 11 

（伊藤委員） 12 

確認よろしいですか。 13 

一番最後のところに白石市から南三陸町までずらっと載っていますが，これは95％に達14 

していない市町村を書いてるんでしょうか。 15 

 16 

（事務局） 17 

そうなります。 18 

 19 

（伊藤委員） 20 

これだけ見るとちょっと分かりづらいという気がしないでもないんですけれど。 21 

これだけだと，記載された市町村は９５％に達していると見えちゃうこともあるような気が22 

するんですけど，どうでしょうか。 23 

 24 

（事務局） 25 

そうしましたら，たとえば未達成市町村ということで… 26 

 27 

（伊藤委員） 28 

未達成とか一言付け加えていただけると分かりやすいと思いました。 29 

 30 

（事務局） 31 

表現を検討させていただきます。 32 

何か分かるような表示を付け加えさせていただきます。 33 

 34 

（伊藤委員） 35 

ありがとうございます。 36 

あともう１点，②子宮頸がん検診事業の「２０歳代云々」の文章のところです。 37 
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「子宮頸がんの主な原因がＨＰVの持続感染であるという知識の啓発を行い，」まではい1 

いんですけど，「感染リスクのある者の受診行動につなげること」と書いてあるところ，これ2 

「感染リスクがある者」はいらないんじゃないですかね。 3 

わざわざ書く必要がないような気がしますが，一行文章が増えたこともありますのでこの4 

文言を削除してもいいと思います。いかがでしょう。 5 

 6 

（岡村委員） 7 

私もそう思いました。 8 

 9 

（山田部会長） 10 

私も「知識の啓発を行い」まででいいと思います。 11 

ただ，先ほど言ったようにパンフレットやリーフレットをできれば用いていただきたいとい12 

う内容を盛り込んでいただきたいと思いました。 13 

他いかがでしょうか。 14 

コロナによるがん検診の受診控えについての文言は盛り込まれるんでしょうか。 15 

 16 

（事務局） 17 

先ほどスライドの共通部分で御説明させていただいた部分もありますが，先に行われた18 

胃がん部会でもその点を追加しようという御意見が出まして，冒頭に「新型コロナウイルス19 

感染症に伴う受診率低下等の影響を鑑み，」を加えるとともに，「がん検診などの必要な受20 

診は不要不急の外出にあたらないことを改めて啓発するとともに，がんの早期発見の重要21 

性について」という文言を追加しております。 22 

 23 

（山田部会長） 24 

ありがとうございます。 25 

ぜひ子宮がん部会からも，コロナによる受診控えについては情報発信していただきたい26 

と思います。 27 

他よろしいでしょうか。 28 

それでは今意見のあったところを文言の修正あるいは盛り込んでいただいて，市町村へ29 

の提言とさせていただくと。 30 

それから先ほど意見があった未受診の理由を市町村から拾っていただきたいということ31 

と，未受診者への勧奨を市町村・検診機関どちらがやるかによって受診率に差があるのか，32 

こういったところを，来年の宿題と言ったら失礼ですけど，来年までに教えていただいて，そ33 

のデータを使ってディスカッションしたいと思いますが，いかがでしょうか。 34 

 35 

（事務局） 36 

分かりました。今回反映させる部分と次回までに直すべき部分と，いただいた御意見を37 
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踏まえまして進めさせていただきたいと思います。 1 

 2 

（山田部会長） 3 

はい。よろしいでしょうか。 4 

若干時間を過ぎてしまいまして，私の不手際で申し訳ございません。 5 

他になければ議事を終了いたします。 6 

御協力ありがとうございました。 7 

それでは，進行を事務局にお返しします。 8 

 9 

（司会） 10 

山田部会長，議事進行いただき，ありがとうございました。 11 

委員の皆様には御多忙の中，長時間にわたり御審議いただきましてありがとうございま12 

した。 13 

本日御審議いただきました内容につきましては，3月に開催予定の生活習慣病検診管理14 

指導部協議会で山田部会長より御報告いただき，さらに，他の部会で御審議いただいた内15 

容と合わせて指導事項として取りまとめ，市町村及び検診団体に通知することとなります。 16 

なお，本日の内容につきましては議事録として委員の皆様に送付させていただきますの17 

で，内容の確認をお願いいたします。 18 

それでは，以上をもちまして，本日の子宮がん部会を終了させていただきます。 19 

本日はどうもありがとうございました。 20 


